自治基本条例（第２章）

第➋章　町民　



































































第６条　原文どおり


２　　　原文どおり


３　町民は、議会及び執行機関が保有する情報を知ることができます。


４　　　原文どおり
































前文同様、修正する。(議会←町議会)








町民の権利





修正理由











町民は、まちづくりの主役であることを自覚し、互いに尊重し、協力して、自


治を推進します。


２　町民は、政策立案等の参画においては、自らの発言及び行動に責任を持ちます。


３　原文どおり


























(1)第5条(1)に合わせ「まちづくり」に修正する。(まちづくり←自治)


(2)法規上で使う表記方法への字句の修正及び整理。(発言及び行動←発言と行動)











町民の責務



































修正理由





（原文）


第７条　町民は、自治の主役であることを自覚し、互いに尊重し、協力して、自治を推進します。


２　町民は、政策立案等の参画においては、自らの発言と行動に責任を持ちます。


３　町民は、行政サービスに伴う負担を分任します。








（原文）


第６条　町民は、快適な環境において安全で文化的な生活を営むことができます。


２　町民は、執行機関が行う政策の立案、実行及び評価（以下「政策立案等」という。）に参画することができます。


３　町民は、町議会及び執行機関が保有する情報を知ることができます。


４　町民は、執行機関が行う行政サービスを受けることができます。
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